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「津波防災の日シンポジウム」の参加者募集について 

 

津波災害による人的被害については、住民一人ひとりの迅速かつ主体的な避難によ

り大幅に軽減することが可能です。平成 23 年６月に制定された「津波対策の推進に

関する法律」においても、津波対策について国民の理解と関心を高めるため、11 月５

日を「津波防災の日」と定めています（注）。 

 

このため、内閣府では、国民の津波防災に対する意識を高めるために、11 月５日の

「津波防災の日」に、仙台市においてシンポジウムを開催することとし、参加者を募

集いたしますのでお知らせいたします。 

 

シンポジウムの詳細及び申込み方法については、別添資料をご覧ください。 

 

（注）1854 年 11 月 5 日の安政南海地震で和歌山県を津波が襲った際に、収穫した稲の束（稲むら）

に火をつけ、暗闇の中で逃げ遅れていた人たちを高台に避難させて命を救った「稲むらの火」の逸話

にちなんで、11 月 5 日を「津波防災の日」とした。 

 

以上 

 

 

＜本件問い合わせ先＞   
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